
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号

健
康
増
進
法
施
行
令

内
閣
は
、
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三

号
）
第
十
条
第
二
項
、
第
十
六
条
、
第
二
十
六
条
第
四
項

（
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
附
則
第
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究

所
の
行
う
事
務
）

第
一
条
　
健
康
増
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十

条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
集
計
と
す
る
。

（
発
生
の
状
況
の
把
握
を
行
う
生
活
習
慣
病
）

第
二
条
　
法
第
十
六
条
の
政
令
で
定
め
る
生
活
習
慣
病

は
、
が
ん
及
び
循
環
器
病
と
す
る
。

（
第
一
種
施
設
）

第
三
条
　
法
第
二
十
八
条
第
五
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
施

設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
専
ら
同
法
第
九
十

七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
の
用
途
に
供
す
る
施
設
を

除
く
。
）
、
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学

校
（
二
十
歳
未
満
の
者
が
主
と
し
て
利
用
す
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

及
び
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種

学
校
（
二
十
歳
未
満
の
者
が
主
と
し
て
利
用
す
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

二
　
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
防
衛
大
学
校
及
び
防

衛
医
科
大
学
校

三
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第

六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号
に
規
定

す
る
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
、
同
項
第
三
号
に

規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
大
学
校
及
び
同
法
第
二
十

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
総
合
大

学
校

四
　
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
法

（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
第
十
二
条
第

一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
国
立
研
究
開
発

法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
施
設

五
　
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
法
（
平
成
十
一
年

法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
業
務
に
係
る
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構

の
施
設
（
二
十
歳
未
満
の
者
が
主
と
し
て
利
用
す
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

六
　
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国
立
研

究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

九
十
三
号
）
第
十
六
条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設

七
　
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七

十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校

八
　
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百

五
十
五
号
）
第
百
九
十
二
条
に
規
定
す
る
航
空
保
安

大
学
校
並
び
に
同
令
第
二
百
五
十
四
条
に
規
定
す
る

海
上
保
安
大
学
校
及
び
海
上
保
安
学
校

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
二
十
歳
未
満
の

者
が
主
と
し
て
利
用
す
る
教
育
施
設
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の

十
　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第

一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
診
療
所
及
び
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
助
産
所

十
一
　
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び

安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す

る
薬
局

十
二
　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
八
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保

健
施
設
及
び
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医

療
院

十
三
　
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

十
四
　
施
術
所
（
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
又
は
柔
道
整
復
師
が
そ
の
業
務
を
行

う
場
所
を
い
う
。
）
の
用
途
に
供
す
る
施
設

十
五
　
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害

児
通
所
支
援
事
業
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
居
宅

訪
問
型
児
童
発
達
支
援
若
し
く
は
同
条
第
五
項
に
規

定
す
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
み
を
行
う
事
業
又
は

こ
れ
ら
の
み
を
行
う
事
業
を
除
く
。
）
、
同
法
第
六
条

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事

業
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
育
て
短
期
支

援
事
業
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
一
時
預
か

り
事
業
、
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事

業
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
小
規
模
保
育
事
業
、

同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
、

同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
病
児
保
育
事
業
、
同
条

第
十
五
項
に
規
定
す
る
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
同

条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠

点
事
業
、
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
妊
産
婦
等
生

活
援
助
事
業
、
同
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
児
童
育

成
支
援
拠
点
事
業
及
び
同
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す

る
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、

同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
、

同
法
第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
、
同
法
第
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

地
域
子
育
て
相
談
機
関
の
所
在
す
る
施
設
並
び
に
同

法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
法
第

六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す

る
も
の
を
除
く
。
）

十
六
　
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る

認
定
こ
ど
も
園

十
七
　
法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三

号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
少
年
院
及
び
少
年

鑑
別
所

（
喫
煙
目
的
施
設
の
要
件
）

第
四
条
　
法
第
二
十
八
条
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す

る
。

一
　
施
設
の
屋
内
の
場
所
の
全
部
の
場
所
を
専
ら
喫
煙

を
す
る
場
所
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
施
設
を
利
用
す
る
者
に
対
し
て
、
た
ば
こ
を
販
売

す
る
者
に
よ
っ
て
、
対
面
に
よ
り
た
ば
こ
を
販
売

し
、
当
該
施
設
の
屋
内
の
場
所
に
お
い
て
喫
煙
を
す

る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
併

せ
て
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
（
通

常
主
食
と
認
め
ら
れ
る
食
事
を
主
と
し
て
提
供
す
る

も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
施
設
を
利
用
す
る
者
に
対
し
て
、
た
ば
こ
又
は
専

ら
喫
煙
の
用
に
供
す
る
た
め
の
器
具
の
販
売
（
た
ば

こ
の
販
売
に
あ
っ
て
は
、
た
ば
こ
を
販
売
す
る
者
に

よ
っ
て
、
対
面
に
よ
り
販
売
し
て
い
る
場
合
に
限

る
。
）
を
し
、
当
該
施
設
の
屋
内
の
場
所
に
お
い
て

喫
煙
を
す
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
設
備
を
設
け
て
客
に
飲

食
を
さ
せ
る
営
業
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
。

（
帳
簿
を
備
え
る
こ
と
を
要
す
る
喫
煙
目
的
室
設
置
施

設
）

第
五
条
　
法
第
三
十
五
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設

は
、
前
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当

す
る
施
設
と
す
る
。

（
適
用
除
外
）

第
六
条
　
法
第
四
十
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る

場
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
所
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
八
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
旅
客
運
送

事
業
鉄
道
等
車
両
又
は
同
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る

旅
客
運
送
事
業
船
舶
の
客
室
（
宿
泊
の
用
に
供
す
る

個
室
に
限
る
。
）
の
場
所

二
　
宿
泊
施
設
の
客
室
（
個
室
に
限
る
。
）
の
場
所

（
法
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
所
を

除
く
。
）

（
特
別
用
途
表
示
の
許
可
等
に
係
る
手
数
料
）

第
七
条
　
法
第
四
十
三
条
第
四
項
（
法
第
六
十
三
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

手
数
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額

と
す
る
。

一
　
国
に
納
め
る
手
数
料
　
九
千
八
百
円
（
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
千
六
百

円
）

二
　
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研

究
所
に
納
め
る
手
数
料
　
八
十
万
円
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
特
別
の
用
途
を

勘
案
し
て
定
め
る
区
分
ご
と
に
法
第
四
十
三
条
第
一

項
の
許
可
又
は
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
承
認
を
行

う
に
つ
い
て
必
要
な
試
験
の
項
目
と
し
て
内
閣
総
理

大
臣
が
定
め
る
項
目
の
実
費
を
勘
案
し
て
内
閣
総
理

大
臣
が
定
め
る
額

（
登
録
試
験
機
関
の
登
録
手
数
料
の
額
）

第
八
条
　
法
第
四
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額

は
、
二
十
四
万
二
千
八
百
円
と
す
る
。

（
登
録
試
験
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
九
条
　
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間

は
、
五
年
と
す
る
。

（
登
録
試
験
機
関
の
登
録
更
新
手
数
料
の
額
）

第
十
条
　
法
第
四
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
四
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
十
五

万
九
千
円
と
す
る
。

（
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
な
い
権
限
）

第
十
一
条
　
法
第
六
十
九
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
権

限
は
、
法
第
四
十
三
条
第
七
項
、
第
六
十
五
条
第
二
項

及
び
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
と
す
る
。

（
地
方
厚
生
局
長
へ
の
権
限
の
委
任
）

第
十
二
条
　
法
第
六
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
消
費

者
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
法
第
六
十
六
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
権
限
は
、
法
第
六
十
六
条
第
三
項
に
規
定

す
る
物
の
製
造
施
設
、
貯
蔵
施
設
又
は
販
売
施
設
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ

1



し
、
消
費
者
庁
長
官
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ

と
を
妨
げ
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年

五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
栄
養
改
善
法
施
行
令
の
廃
止
）

第
二
条
　
栄
養
改
善
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第

百
三
十
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
法
附
則
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
法
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
特
定
給
食
施
設
の

設
置
者
で
あ
っ
て
、
法
の
施
行
の
際
現
に
法
第
二
十
条

第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
都

道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に

あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
に
届
け
出
て
い
る
も
の

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
〇
日
政
令
第

五
〇
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
六
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
一
九
日
政
令
第
四

六
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
八
月
一
四
日
政
令
第
二

一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置

法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
七
月
三
日
政
令
第
二
一

二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
申
請
さ
れ
た
健
康
増
進

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
又
は
同
法
第
二
十
九
条

第
一
項
の
承
認
を
行
う
に
つ
い
て
必
要
な
試
験
の
手
数

料
の
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第

三
条
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
四
日
政
令
第
三
五

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
六
日
政
令
第
六
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七

年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
一
八
日
政
令
第
七

四
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
三
日
政
令
第
三
六

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
一
年
二
月
二
二
日
政
令
第
二

七
号
）

こ
の
政
令
は
、
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
八
号
）
附
則
第
一
条
第

三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
一
年
七

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
二
月
二
二
日
政
令
第
二

八
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
〇
月
九
日
政
令
第
一
二

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令

和
三
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則

第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
政
令
第
一

八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二

月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
三
〇
日
政
令
第
一
六

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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